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会社名 オカダアイヨン株式会社
設⽴ 1960年9月1日
本社 大阪市港区海岸通4丁目1番18号
売上高 11,943百万円
資本⾦ 1,473百万円
決算期 3月31日
従業員数 １９４名
事業内容 建設機械の製造、販売、修理
上場市場 東証二部（6294）
発⾏株式総数 7,228,700株

会社概要 （ʻ15/3期末）
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協力工場

事業概要

製造子会社
アイヨンテック 【国内】

・ショベルメーカー
・レンタル業者
・エンドユーザー

【海外】
・海外販売店
・Okada America
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国内事業拠点

札幌営業所

盛岡営業所

東京本店

中部営業所

北陸営業所

四国営業所

広島営業所

九州営業所

仙台営業所

アイヨンテック

本社・海外事業所
関西支店

（全国11営業所）

横浜営業所
（2015年4月新設）

東京ﾒﾝﾃﾅﾝｽｾﾝﾀｰ
（2015年５月新設）
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オカダアメリカ本社
（オレゴン州ポートランド）

オカダアメリカ
オハイオ支店

オカダアメリカ
ダラス支店
（予定地）

オカダアメリカ拠点
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16%
37% 41%

※ 2014年4月～2015年3月 日本建設機械工業会発表資料を基に当社推定

油圧ブレーカ大割機 小割機

主力製品とその国内シェア

41%

鉄骨カッター
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環境商品

ウッドホグ ビッグバス

環境機械（木材破砕機）

ビックバス ウッドホグ

ログバスター
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18.7%

43.4 %

11.1 %

13.5 %

5.9 %

3.5 %

3.9 %

油圧ブレーカ

部品販売

つかみ機 その他

修理

売上構成比

圧砕機

環境機械

※ 2014年4月～2015年3月 当社売上構成比
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業績の推移と来期見通し
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15/3期 連結業績ハイライト

�連結売上高は前年同期比１５．１％増の１１９億４,３００万円

�経常利益は前年同期比１３．１％増の９億４,７００万円

�国内売上高は、首都圏を中心とした耐震建替工事、レンタル需要
の回復により１２．９％増加

�海外売上高は、米国現地法人をはじめ東南アジア・欧州の開拓を
中心に販売を伸ばし、２８．８％増加
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売上高・経常利益の推移
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来期業績予測

'12/3期 '13/3期 '14/3期 '15/3期
'16/3期
(計画)

前期比

売上高 8,266 8,475 10,371 11,943 12,500 4.7％増

営業利益 501 592 866 892 1,000 12.1％増

経常利益 507 605 837 947 1,000 5.5％増

当期
純利益

415 469 491 574 650 13.1％増

単位（百万円）
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自己資本とＲＯＥ

'12/3期 '13/3期 '14/3期 '15/3期 '16/3期
(計画)

当期純利益 415 469 491 574 650

自己資本 4,007 4,522 5,969 6,586 7,120

ＲＯＥ 10.7 11.0 9.4 9.2 9.5

（参照）
自己資本比率

41.4％ 44.2％ 51.4％ 48.4％ 48.9％

単位（百万円）
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経営理念
１．社会に存在価値ある会社

２．会社に存在価値ある部門

３．部門に存在価値ある個人

４．向上の矢印で確実な前進

経営理念
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ご清聴ありがとうございました

＜注意事項＞

本資料中の予想は、決算発表日現在において入手

可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は今後種々の要因によって異なる結果と

なる可能性があります。
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